




































































































































































る。京都ではこうした細い道を「 図 子 」とよず し
んでいるが、この図子は「狩野図子」とか
「元図子」という名がついており、前者は狩
野元信の邸宅地という由緒によるものであっ
て、『言継卿記』の記事とも符合している。
江戸時代になって、徳大寺の邸宅そのもの
は、この徳大寺殿町から内裏の側に引っ越し
し、さらに明治以降は東京に引き移ったので
あるが、少なくとも最近まで、町内の人たち
が毎年徳大寺殿の墓地のある鴨東の真如堂に
参拝するのを例としていた。江戸時代になっ
て公家が領主でなくなっても、町の由緒とし
て公家との関係はつづき、町衆は公家をたい
せつに扱って、習慣を残してきたのである。
　京都の町衆の文化的な活動は、こうした公
家との交流の中で育ち、伝統を維持してきた
のである。神田家の文化的な活動も、このよ
うな町衆の伝統的な系譜中で考えられると思
う。 
（ 8 ）　大谷大学図書館・博物館報（第２２号）
